
（
変
更
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

（
変
更
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
八
条

第
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
及
び
図
面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一

項
中
「
次
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
各
号
（
給
水
区
域
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
四
号
及
び

第
八
号
を
除
き
、
給
水
人
口
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
を
除

き
、
給
水
量
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
を
除
き
、
水
源
の
種
別
又
は
取
水
地
点
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
号
、
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
き
、
浄
水
方
法
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
除
く
。）に
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
除
く
。）」
と

あ
る
の
は
「
除
く
。）で
あ
つ
て
、
新
設
、
増
設
又
は
改
造
さ
れ
る
も
の
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
配
水
管
」
と

あ
る
の
は
「
配
水
管
で
あ
つ
て
、
新
設
、
増
設
又
は
改
造
さ
れ
る
も
の
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
八
条

第
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
及
び
図
面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
二
第
一

項
中
「
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
各
号
（
給
水
区
域
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
四
号
及
び
第
八

号
を
除
き
、
給
水
人
口
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
を
除
き
、

給
水
量
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
を
除
き
、
水
源
の
種
別
又
は
取
水
地
点
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
号
、
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
き
、
浄
水
方
法
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
号
、
第
三
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。）」
と
、
同
項
第
九
号

中
「
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
除
く
。）で
あ
つ
て
、
新
設
、
増
設
又
は
改
造
さ
れ
る
も
の
」
と
、
同
項
第
十
号

中
「
配
水
管
」
と
あ
る
の
は
「
配
水
管
で
あ
つ
て
、
新
設
、
増
設
又
は
改
造
さ
れ
る
も
の
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
事
業
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
八
条
の
三

法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
す
る
水
道
事
業
者
は
、
申
請
書
に
、
休
廃
止
計
画
書
及
び
次

に
掲
げ
る
書
類
（
図
面
を
含
む
。）を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

水
道
事
業
の
休
止
又
は
廃
止
に
よ
り
公
共
の
利
益
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

休
止
又
は
廃
止
す
る
給
水
区
域
を
明
ら
か
に
す
る
地
図

三

地
方
公
共
団
体
以
外
の
水
道
事
業
者
（
給
水
人
口
が
令
第
四
条
で
定
め
る
基
準
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）

で
あ
る
場
合
は
、
当
該
水
道
事
業
の
給
水
区
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
に
協
議
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

類

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
又
は
組
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に

代
表
者
の
氏
名
）

二

水
道
事
務
所
の
所
在
地

３

第
一
項
の
休
廃
止
計
画
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

休
止
又
は
廃
止
す
る
給
水
区
域

二

休
止
又
は
廃
止
の
予
定
年
月
日

三

休
止
又
は
廃
止
す
る
理
由

四

水
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
再
開
の
予
定
年

月
日

五

水
道
事
業
の
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
廃
止
後
の
給
水
区
域
、
給
水
人
口
及
び
給
水
量

六

水
道
事
業
の
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
廃
止
後
の
給
水
人
口
及
び
給
水
量
の
算
出
根
拠

（
事
業
の
休
廃
止
の
許
可
の
基
準
）

第
八
条
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
水
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
に
よ
り
公
共
の
利
益
が
阻
害

さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
新
設
）
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